
第
二
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

石
原
ホ
ー
ム
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
株
式

会
社

愛
知
県
豊
橋
市
下
地
町
字
柳
目
二
十
七
番
地
二

建
築
大
工

イ
シ
ハ
ラ
株
式
会
社

愛
知
県
豊
橋
市
下
地
町
字
柳
目
二
十
八
番
地

建
築
大
工

一

監
理
団
体
の
名
称
及
び
所
在
地

名

称

所

在

地

社
団
法
人
全
国
鉄
筋
工
事
業
協
会

東
京
都
中
央
区
京
橋
一
丁
目
四
番
十
一
号

名

称

所

在

地

実
習
内
容

株
式
会
社
郡
協
鉄
筋
工
業

福
島
県
郡
山
市
大
槻
町
字
普
門
寺
坦
北
八
番
地

鉄
筋
施
工

株
式
会
社
小
黒
組

東
京
都
江
東
区
亀
戸
二
丁
目
十
七
番
十
五
号

鉄
筋
施
工

飛
田
鉄
筋
工
業
株
式
会
社

東
京
都
板
橋
区
赤
塚
三
丁
目
二
十
番
七
号

鉄
筋
施
工

株
式
会
社
デ
ィ
ビ
ー
エ
ス

愛
知
県
豊
橋
市
豊
栄
町
字
東
三
百
五
十
八
番
地

の
一

鉄
筋
施
工

有
限
会
社
鎌
田
鉄
筋
工
業

和
歌
山
県
和
歌
山
市
松
江
東
四
丁
目
一
番
十
一

号

鉄
筋
施
工

ロ

イ
以
外
の
実
習
実
施
機
関

名

称

所

在

地

実
習
内
容

鬼
頭
鉄
筋
工
業
株
式
会
社

愛
知
県
春
日
井
市
不
二
町
二
丁
目
十
一
番
地
の

四

鉄
筋
施
工

マ
ツ
ダ
ス
タ
ー
ル
株
式
会
社

愛
知
県
小
牧
市
多
気
南
町
七
十
八
番
地

鉄
筋
施
工

正
栄
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
枚
方
市
春
日
野
二
丁
目
一
番
十
一
号

鉄
筋
施
工

三

対
象
と
な
る
者

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
六
日
か
ら
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
本
邦
に
入
国
す
る
者

表
（
項
）
介
護
保
険
制
度
運
営
推
進
費
（
目
）
介
護
保
険
事
業
費
補
助
金
（
市
町
村
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
事
業
、
介

護
報
酬
改
定
等
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業
（
市
町
村
に
係
る
も
の
に
限
る
。）、市
町
村
認
知
症
施
策
総
合
推
進
事
業
、

市
民
後
見
推
進
事
業
及
び
二
十
四
時
間
対
応
の
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
サ
ー
ビ
ス
等
推
進
事
業
に
対
す
る
も
の
に
限

る
。）の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

（
項
）

社
会
保
障
等
復
興
政
策

費

全
て
の
都
道

府
県

一

法
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
等
の
交
付
の
申
請

の
受
理

（
目
）

介
護
保
険
災
害
臨
時

特
例
補
助
金

二

法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
等
の
交
付

の
決
定
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
申
請
に
係
る
書
類
等

の
審
査
及
び
必
要
に
応
じ
て
行
う
現
地
調
査
等

三

法
第
七
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
の

規
定
に
よ
る
承
認
の
申
請
の
受
理
並
び
に
同
項
第
五
号

の
規
定
に
よ
る
報
告
の
受
理

四

法
第
七
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
の

規
定
に
よ
る
承
認
並
び
に
同
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る

指
示
に
係
る
通
知

五

法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
決
定
の
通
知

六

法
第
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の

規
定
に
よ
る
事
情
変
更
に
よ
る
決
定
の
取
消
し
等
に
係

る
通
知

七

法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
状
況
報
告
の
受
理

八

法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
事
業
等
の

遂
行
の
命
令
に
係
る
通
知

九

法
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
事
業
等
の

遂
行
の
一
時
停
止
の
命
令
に
係
る
通
知

十

法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
実
績
報
告
の
受
理

十
一

法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
等
の
額
の
確

定
等
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
報
告
書
等
の
書
類
の
審

査
及
び
必
要
に
応
じ
て
行
う
現
地
調
査
等
並
び
に
通
知

十
二

法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
是
正
の
た
め

の
措
置
の
命
令
に
係
る
通
知

十
三

法
第
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八

条
の
規
定
に
よ
る
決
定
の
取
消
し
に
係
る
通
知

十
四

法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
の
取
消

し
に
係
る
補
助
金
等
の
返
還
の
命
令
に
係
る
通
知

十
五

法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
等
の

額
の
確
定
に
係
る
補
助
金
等
の
返
還
の
命
令
に
係
る
通

知
十
六

法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査

等

平成™›年�月™�日 木曜日 第œŸœ—号官 報

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
五
十
三
号

補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
七
十
九
号
）
第
二
十
六
条
第
二

項
及
び
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
第

十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
が
行
う
補
助
金
等
の
交
付
に
関
す
る
事
務
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示

第
二
百
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
四
年
度
以
降
の
予
算
に
よ
り
支
出
さ
れ
る
補
助
金
等

の
交
付
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
六
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
四
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
に
規
定
す
る
団
体
の
要
件
を
定
め
る

省
令
（
平
成
二
十
一
年
法
務
省
令
第
五
十
三
号
）
第
一
条
第
一
号
ト
の
規
定
に
基
づ
き
、
監
理
団
体
を
第
一
号
の
と
お

り
告
示
し
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第

十
六
号
）
の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号

の
規
定
に
基
づ
き
、
技
能
実
習
を
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
六
日

法
務
大
臣

滝

実

二

実
習
実
施
機
関
の
名
称
、
所
在
地
及
び
実
習
内
容

イ

常
勤
の
職
員
（
外
国
に
あ
る
事
業
所
に
所
属
す
る
常
勤
の
職
員
及
び
技
能
実
習
生
を
除
く
。）の
総
数
の
二
十
分

の
一
を
超
え
な
い
技
能
実
習
生
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
別
表

第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
に
掲
げ
る
活
動
に
従
事
す
る
者
に
限
る
。）を
受
け
入
れ
る
実
習

実
施
機
関
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